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 概要

〇名　　　称   公益財団法人
                     鳥取県建設技術センター

〇設立年月日   昭和57年４月１日
〇基 本 財 産   8,900千円
                     （自己資本6,900千円）

〇所　在　地   〒682-0018
                      鳥取県倉吉市福庭町２丁目23番地

評議員
［ 12 名 ］

代表理事
［ 1 名 ］ 総務研修課

材料試験課

建設支援課

［  6 名 ］

［  9 名 ］

［ 20 名 ］

建設発生土支援室

技術支援室

理　　事
［ 8 名 ］

監　　事
［ 2 名 ］

事務局長
［ 1 名 ］

 資格取得者一覧

資格名 人数
技術士
技術士補
１級土木施工管理技士
２級土木施工管理技士
測量士
測量士補
コンクリート主任技士
コンクリート技士
コンクリート診断士

１
４
9
２
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３
1
1
4

資格名 人数
公共工事品質確保技術者（Ⅰ）
公共工事品質確保技術者（Ⅱ)
道路橋点検士
１級造園施工管理技士
コンクリート構造診断士
プレストレストコンクリート技士
地質調査技士
下水道第2種検定
RCCM

２
４
３
１
１
１
１
１
１

 組織図 R7.6.1現在

ごあいさつ

公益財団法人鳥取県建設技術センター 
代表理事　河田 英明

　公益財団法人鳥取県建設技術センターは、昭和 57 年度に
設立され、建設行政の適切かつ効率化を図り、建設資材の
品質確保、建設技術の向上並びに建設発生土の適切な処分と
地域の発展に寄与するため、「公共工事等に関する発注者支援」、

「建設資材の試験及び調査研究」、「技術研修」、「建設発生土の処分」
の事業を柱に社会資本整備の推進と建設産業の発展のための
事業を実施しております。

　近年、ＳＤＧｓなど持続可能な社会の実現に向け様々な分野で
取組がなされています。建設分野でも、ＩＣＴを活用した新技術
の導入による生産性の向上、社会インフラの適正なメンテナンス
による長寿命化、人手不足解消に向けた担い手育成などに
取り組まれています。

　当センターでは、令和２年度に第４期経営改善計画（Ｒ３～７）
を策定し、「持続的な地域支援と経営の安定化」の基本理念の基、
経営方針として、①安定的な経営の確立、②人材育成、③ＩＣＴ等の
活用による業務の効率化、④担い手の確保と育成、⑤組織力の
強化（活性化）、⑥働き方改革を掲げ、社会資本整備のために、
支援機関として充実を図り地域に貢献していくこととしております。
　今後とも、公益法人としての建設技術の向上並びに発注者
支援に努めて参りますので、なお一層のご指導・ご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。



積算・現場技術・工事検査補助業務 ISO/IEC 17025 登録試験事業所
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地域の守り手として、総合的な社会資本整備、維持修繕を行うため、積算・現場技術補助、工事監督・工事検査補助、
橋梁補修、災害復旧の技術的なアドバイスを行うなど県・市町村の技術支援を行っています。

橋梁補修現場
技術（八頭町）

道の駅北条公園
現場技術（北栄町）

・橋梁補修が経済的かつ効率的な業務になるようアドバイスします。
・詳細調査及び詳細設計を進めるうえで、必要な技術的アドバイスを市町村に対して行います。
・システムの運用により、データ蓄積・長寿命化策定の支援を行います。 
・デジタル技術等を活用し、直営発注の支援を行います。

東北大学との共同研究により開発した「インフラ情報マ
ネジメントシステム」を活用し、メンテナンスサイクルの
一元化・効率化を支援します。

点検診断・設計・工事データを時系列でデータベース化
し、各種資料の散逸を防止します。

点検診断データ等を活用し、補修計画（長寿命化計画）
の策定や補修図の作成（直営発注）などを支援します。

災害発生時の被災状況調査、
復旧工法等のコンサルタント
との協議、査定設計書作成、
実施設計書作成及び現場技術
業 務 等 の災害 復 旧 工事に
係わる一 連 の 作 業 を支 援
します。

点検調書による損傷状況把握 現地計測や点群化モデルによる計測 概数発注用図面・数量の作成

産業標準化法試験事業者登録制度（JNLA）に基づく、
ISO/IEC 17025（JIS Q 17025）に適合した登録試験
事業所です。登録試験項目の試験成績書には、右の標
章が付きます。　

（100302JPは
当試験所の

登録番号です。）

建設資材の品質確保を図るため、コンクリート、アスファルト、砕石、土、コンクリート用練り混ぜ水の試験
を行っています。

分類 試 験 項 目 JIS 

骨材

細骨材のふるい分け試験 A 1102粗骨材のふるい分け試験
細骨材の微粒分量試験 A 1103粗骨材の微粒分量試験
粗骨材のすりへり試験 A 1121
細骨材の安定性試験 A 1122粗骨材の安定性試験

コンクリート

コンクリ－トの圧縮強度試験 A 1108
コンクリ－トの曲げ強度試験 A 1106
コアの圧縮強度試験 A 1107,1108

JNLA登録試験
修正CBR試験（貫入試験）（CBR試験機）

コンクリート圧縮試験（圧縮試験機）

小町事業所
(受入土量:90万㎥、面積:10ha)

帽子取第２事業所
(受入土量:45万㎥、面積:5.9ha)

小原事業所
(受入土量:21万㎥、面積:7.6ha)

倉吉市

鳥取市

日南町

日野町

江府町南部町

伯耆町

大山町

日
吉
津
村 湯梨浜町

琴浦町

三朝町
八頭町

岩美町

智頭町

若桜町

北栄町

米子市

境
港
市

小町事業所
（西伯郡伯耆町）

小原事業所
（日野郡日南町）

帽子取第２事業所
（東伯郡琴浦町）

技術支援 材料試験

建設発生土受入
インフラ情報マネジメントシステムの運用

直営発注（概数発注工事）の流れ

トピック

・建設発生土は、埋立や盛土の材料として土地造成などに利用できる再生資源です。
・安全な建設発生土処理と用地の有効利用を推進しています。トピック

Technical Assistance Material Testing

Construction Soil
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自主研修（41研修)

令和7年度の主な研修

研修

建設業
新卒者研修
(４日間）

丁張り研修
（現場実習）

鳥取県技術職員受託研修（22研修）
県土整備部技術職員の研修を県から受託し、実施しています。

鳥取イノベーション実装フィールドにおける研修
鳥取イノベーション実装フィールドで行われる 3 次元測量設計等の研修の運営業務を受託します。

・建設業新卒者研修 (4 日間）

・はじめての現場管理
・測量基礎･丁張り

・現場管理の基礎知識を座学と現場実習から学びます。
・測量や丁張りなど現場で必要な技術を身に付けます。

・新人技術者に必要な基礎知識を身につけ、グループ討議
　等で受講者同士の交流を促進し、モチベーションアップや
　仲間づくりにつなげます。

・河川の基礎
・やさしい構造力学
・新人技術者のための施工技術基礎

・新人技術者として必要な技術や知識を学ぶことで、
   現場でいきいきと働く技術者を目指します。

・失敗事例等から見る現場管理
・建設技術者倫理

・現場での失敗事例等についてグループ討議を行い、
  その原因や改善策を検討し、安全意識の向上や現場での
  対応力アップにつなげます。

・コミュニケーション
・メンタルヘルス

・コミュニケーション手法、ハラスメント対策の研修を実施し、 
  働きやすい職場づくりや定着率の向上につなげます。

・橋梁点検実習
・道路構造物の維持管理
・橋梁点検と補修計画

・インフラの点検・診断技術や予防保全への転換、画像
  解析技術等を活用した定期点検の効率化・高度化に
  ついて取り上げ、技術の向上につなげます。

・現場で学ぶ災害対応
・激甚化する豪雨災害への対応
・事例から学ぶ災害対応（地震編）

・令和５年台風第７号災害等の事例を題材に、災害への
　備えや応急対策･現地踏査に必要な知識を学び、激甚化、
　頻発化する災害へ対応する技術者を養成します。

・安全管理の基本
・事例から学ぶ安全管理
・技術者のための労働安全管理

・安全管理について繰り返し学ぶため、年度初め、
  安全週間（7月）、衛生週間（11月）の時期に開催します。

・建築基準法入門
・建築工事の積算演習

・建築基準法や関連法令を学ぶ研修や積算演習を実施する等、  
  業界や受講者のニーズを反映させた研修を開催します。

若手技術者のための
基礎研修

インフラ維持管理に
関する研修

激甚化する
災害復旧研修

安全管理研修

建築に関する研修

・現場における ICT 活用
・生産性向上のための ICT 化のうち、クラウドベースの情報
  管理やリモートコミュニケーションツールの導入など、取り
  組みやすい方法を紹介します。

デジタル化の推進

区　分 研 修名 ねらい

技術者の資質の向上を図るとともに、働き方改革への対応、生産性の向上、職場環境の改善等につなげ
るため、業界や受講生のニーズに応じた研修を行っています。

研修 Training

・令和７年度は、現場見学やグループ討議を取り入れたより実践的な研修を新設しました。
  ４月に開催した「建設業新卒者研修(４日間）」では、入社直後にビジネスマナーやコミュニケーション、
   安全管理の基本等を学びました。7月には新卒者フォローアップ研修を開催し、入社後の仕事の振り返り
   悩みの共有など話し合い、モチベーションアップや離職防止につなげます。

トピック



位置図

〒682-0018 鳥取県倉吉市福庭町2丁目23番地
TEL.0858-26-6051 FAX.0858-26-6052

TCC

鳥取県建設技術センター

N

倉吉駅から徒歩20分
　　　　　　車 ５ 分

徒歩案内（倉吉駅北口出口）
車での進入経路

至米子 至鳥取

至松崎

至米子

至北栄

至米子

天神橋
一般県道羽合東伯線（旧９号）

国道９号 山陰道

国道179号
湯梨浜町役場

田後交差点

倉吉警察署

国
道
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天  

神  
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中国電力

産業人材育成センター

倉吉北高マクドナルド

日ノ丸車庫
国土交通省倉吉河川国道事務所

日交ターミナル

北口

バス乗場

至
倉
吉

倉吉駅

新田橋

アクセス 総務研修課 ／

材料試験課 ／

建設支援課 ／

TEL.0858-26-6051  FAX.0858-26-6052
［研　修　・　図　書／TEL.0858-26-6065］

TEL.0858-26-6377  FAX.0858-26-6052

TEL.0858-26-6089  FAX.0858-26-6004
 ［建設発生土支援室／TEL.0858-26-6089］
 ［技  術  支  援  室／TEL.0858-26-6324］

公益財団法人
鳥取県建設技術センター

小中学生を対象に建設産業
への関心や就業意識を高める
ための講座を行っています。

・防災学習、建設の仕事を
  知る（土砂災害について）

子どもたちに建設産業の役割や大切
さを伝えるため、けんせつ絵本の貸出
を行っています。（蔵書：300 冊）
令和４年10月から倉吉市立図書館内
に「けんせつ絵本コー ナー」を設置
しています。

建設分野に関わる女性が中心となり、誰もが働きやすい建設産業を目指して活動しています。

鳥取県建設分野担い手確保・育成連携協議会
各機関と連携しながら将来を見据えた持続可能な建設産業を目指し、担い手の確保・育成の
ための事業を推進しています。

対象 分野 内容
魅力発信 ・建設産業の魅力発信ガイダンス
技術力向上 ・UAV測量演習・CAD演習　・土木積算研修

・現場見学　・プレストレストコンクリート研修  等
資格取得支援 ・測量士補資格取得支援

・2級土木施工管理技士補資格取得支援
地域貢献 ・インフラの維持管理（橋梁模擬点検）
魅力発信 ・建設産業の魅力発信ガイダンス
技術力向上 ・ICT促進（建設技術実証フィールド現場見学等）

鳥取大学 技術力向上 ・リスクマネジメント講座
魅力発信 ・建設業界で働く人の交流会
資格取得支援 ・1.2級土木施工管理技術検定2次検定対策講座

・とっとりけんせつ魅力発信フォトコンテスト
・中学生職場体験学習　・現場見学
・建設産業の魅力発信ガイダンス

小中学生・一般 魅力発信

既就労者

普通科高校等

専門高校

Facebook QR

鳥取県建設分野
担い手確保・育成
連携協議会QR

現場見学（鳥取市立賀露小学校）

とっとり建設アンバサダー養成講座

けんせつ絵本のおはなし会・ワークショップ
（倉吉市立図書館）

山陽本線

佐用IC

佐用JCT

水木しげるロード

足立美術館
松江玉造IC

倉吉西IC
倉吉IC

大栄東伯IC はわいIC

鳥取IC

鳥取自動車道

9

313

373

29

53

181

179

482

431
北栄IC

米子
鬼太郎空港

鳥取砂丘
コナン空港

鳥取西IC

表紙写真：「道の駅 ほうじょう」と「北条ＪＣＴ」

建設産業について知ってもらうため、小中学生等を対象に、出前講座やけんせつ絵本の貸出を行っています。

建設産業の魅力発信 Attractive information

とっとり建設産業の
魅力発信講座

けんせつ絵本の貸出

重機操縦シュミレーター体験

県民の皆様に「けんせつ」
に触れていただき、興味
や魅力を感じて いただく
ため、『地域を支え、未来
を創るこどもたちへ』を
テーマに「けんせつフェスタ」
を開催しています。

けんせつフェスタ

ペーパーウエイト作り

けんせつ絵本コーナー
（倉吉市立図書館）

とっとり建設☆女星ネットワーク
じょせい

・「とっとり建設みりょくかるた」かるた遊び・頒布
・けんせつ絵本のおはなし会・ワークショップ
・他団体との交流、意見交換会の実施

ダビンチの橋を体験しよう


